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1.これまでの検討経緯
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１．これまでの検討経緯

4

○「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ(高速道路のあり方検討有識者委員会、平成23年12月)」において、効率性を阻害する渋滞ボトルネッ
ク対策の重要性が指摘されたこと

○社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会においても、渋滞対策を含め、道路利用の適正化が議論されていること
○交通観測技術の進展・普及により、道路交通状況の詳細に係るデータが容易に取得可能となるなど、観測環境に大きな改善が見られること

等を踏まえ、課題の状況を継続的に把握・共有するとともに、新たな交通観測データの分析等により効果的な渋滞対策の推進に取り組むこと
としました。
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２.委員会の論点
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２.委員会の論点

○主要渋滞箇所を対象に、渋滞対策の進捗状況と対策による効果を検証
○主要渋滞箇所について、最新の民間プロープデータで交通状況のモニタリングを実施
○山梨県における優先対策箇所の選定方法・考え方と渋滞の要因分析方法を確認
○道路を賢く使うことで渋滞緩和につながる取り組み事例を紹介

◆対策済箇所の効果確認（フォローアップ）

主要渋滞箇所の対策済箇所の対策効果の報告

◆優先対策箇所の選定方法・考え方、渋滞の要因分析

主要渋滞箇所の優先対策箇所の選定方法・考え方と渋滞の要因分析方法の確認

◆最新の交通状況による分析（モニタリング）結果

最新の民間プロープデータ（H25.1～H25.12）にて、主要渋滞箇所の交通状況をモニタリン
グした結果に関する報告

◆「道路を賢く使う」観点での渋滞対策のあり方

「道路を賢く使う取り組み」の観点から今後の渋滞対策のあり方を議論

◆渋滞対策の進捗状況確認

主要渋滞箇所を対象で実施している渋滞対策の進捗状況を確認



３.渋滞対策の進捗状況確認
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対策完

了

7箇所

3%

対策

着手済

26箇所

11%

対策

実施中

124箇所

50%

未対策

89箇所

36%

３.渋滞対策の進捗状況確認

○主要渋滞箇所に選定された２４６箇所について、渋滞対策の実施状況を確認
○主要渋滞箇所のうち、対策完了箇所７箇所、対策着手済箇所２６箇所、対策実施中箇所１２４箇所
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■対策完了箇所一覧 ⇒７箇所

事業名 備考

国土
交通省

国母交差点改良工事 H24.12完了

竜王駅前交差点改良 H23.11完了

一ツ谷交差点改良 H23.11完了

船山橋北詰交差点改良 H25.4完了

名取交差点改良事業 H25.4完了

一般国道20号竜王拡幅 H26.4完了

山梨県
浅原橋架替 H25完了

交差点改良 H25完了

■対策実施中箇所一覧 ⇒１２４箇所

主要渋滞箇所の約6割が
対策完了、対策着手済・
対策実施中

事業名 備考

国土
交通省

新山梨環状道路（北部区間）

国道138号新屋拡幅

山梨県
田富町敷島線

その他事業 21箇所
至 甲府駅

至 竜王駅
至 竜王駅

至 甲府駅

名取交差点改良（右折レーン相当設置）

※1交差点に対し、複数の事業が対策として挙げ
られている場合は、全ての事業が完了した場合に、
対策完了と判断

主要渋滞箇所
246箇所

■対策着手済箇所一覧 ⇒２６箇所

事業名 備考

国土
交通省

国道52号上石田改良 H26.4一部供用

国道20号大月バイパス H18～H23部分供用

国道139号都留バイパス S63～H23部分供用

その他事業 6箇所

山梨県

城東バイパスII期

笛吹橋拡幅工事

その他事業 6箇所

右折レーン
相当設置

整備前整備前 整備後整備後

整備前整備前 整備後整備後

至

竜
王
駅

至

甲
府
駅

至

竜
王
駅

至

甲
府
駅



４.対策済箇所の効果確認（フォローアップ）
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指標①：平日12時間
平均旅行速度が
20km/h以下

指標②：平日朝夕
ピーク時の最低速度
が20km/h以下

指標③：休日月別昼間
12時間旅行速度の最低
速度が20km/h以下

A

方
向

B

方
向

C

方
向

D

方
向

国道５２号

竜王駅南交差点

凡例

事業中

高速道路
国道
主要地方道
市道

渋滞緩和および事故削減のため行った、右折レーン設置を含む交差点
改良を実施し、平成23年11月に整備完成。

４.対策済箇所の効果確認（フォローアップ）
○国道５２号竜王駅南交差点改良は、平成２３年１１月に整備完了

○対策により、対策実施方向における旅行速度の改善は確認できたものの、抽出指標※を満足していな
いため、今後、継続中の事業の進捗を見ながら、最新データによるモニタリングを実施
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至 甲府

至 長野

【改良後】

至 甲府

至 長野

【改良前】

右折待ち車両
による直進車
の走行阻害

H22完成

H23.11月完成

H23.11完成

長
野
方
面 国道52号

竜王駅南
交差点

甲斐市施工

国交省施工

山梨県施工

主
要
地
方
道
甲
斐
中
央
線

竜王新町
交差点

甲
府
方
面

■位置図

■整備内容

国道52号 竜王駅南交差点改良（甲斐市）

選定時）H22プローブデータ、整備後）H25プローブデータ

■対策効果

H21完成
甲斐市施工

①竜王駅南
交差点の
改良

②竜王新町
交差点の
改良

C

方
向

D方向 B方向

A

方
向

※抽出指標は以下に示す指標①～指標③

田富町敷島線（立体化）
Ｈ22.9供用

（ｋｍ/ｈ） （ｋｍ/ｈ） （ｋｍ/ｈ）

（ｋｍ/ｈ） （ｋｍ/ｈ） （ｋｍ/ｈ）

（ｋｍ/ｈ） （ｋｍ/ｈ） （ｋｍ/ｈ）

（ｋｍ/ｈ） （ｋｍ/ｈ） （ｋｍ/ｈ）



５．最新の交通状況による分析（モニタリング）結果
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５．最新の交通状況による分析（モニタリング）結果【一般道】
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○民間プローブデータを最新データに更新（Ｈ２２・２３プローブデータ→Ｈ２５プローブデータ）
○以下の３指標による主要渋滞箇所の渋滞状況をモニタリング
①平日昼間１２時間平均速度が２０㎞/ｈ以下の区間
②平日朝夕（６～１０時、１６～２０時）の時間帯旅行速度の最低速度が２０㎞/ｈ以下の区間
③休日の月別昼間１２時間旅行速度のうち、昼間１２時間の旅行速度が最低の月が２０㎞/ｈ以下の
区間

○その結果を受け、昨年選定された全２４６箇所のうち、今年度指標を上回る箇所が１８箇所

○来年度以降も引き続き、民間プローブデータを蓄積し、渋滞状況をモニタリングするとともに、指標を上
回る箇所は分析を実施

最新データで
３指標を下回る箇所

２２８箇所

H25山梨県内
民間プローブデータ等

データ更新

Ｈ２４年度 主要渋滞箇所２４６箇所（国交省：８３箇所、山梨県：１６３箇所）を選定

Ｈ２６年度 選定した主要渋滞箇所の渋滞状況を最新の民間プローブデータ（Ｈ２５年）で確認

最新データで
３指標を上回る箇所

１８箇所
３指標を上回る箇所

国土交通省 １０箇所

山梨県 ８箇所

合計 １８箇所

３指標を下回る箇所

国土交通省 ７３箇所

山梨県 １５５箇所

合計 ２２８箇所
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至 富士吉田

至 大月

整備前の渋滞状況（上り線）
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3,700 
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3,500

4,000
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0 100 200 300 400 500 600

７時台
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１０時台

１１時台

１２時台

１３時台
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供用2ヶ月後

1,100 1,000 

1,600 
1,400 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

供用前 供用2ヶ月後

朝ピーク3h 夕ピーク3h

道路
管理者

箇所名 市区町村
パブ
コメ

指標① 指標② 指標③

選定時 H25 選定時 H25 選定時 H25

国 都留文大入口 都留市 ― － － ● － ● －

５．最新の交通状況による分析（モニタリング）結果

駐車場

ファミリーマート 山梨県民信用組合

① ②

④ ③

AB
至

大
月

至

富
士
吉
田

C

至 西願寺

上り上り

○Ｈ２３．２に都留バイパスが供用し、国道１３９号現道の交通量が減少
○交通量の減少に伴い、旅行速度が向上し、Ｈ２５データの速度は改善している

○一方で、都留バイパスと並行する国道１３９号現道に残る主要渋滞箇所（２箇
所）の渋滞の緩和に向け、今後、未供用区間の整備を推進

朝3Ｈ：-約100台
夕3Ｈ：-約200台

現道の朝夕ピーク交通量・
休日12時間交通量が減少し、
上り線の旅行速度が向上

■交通量調査結果

例）国道139号 都留文大入口交差点（都留市）

【供用前】平日：H23.2.23（水） 休日：H23.2.27（日）
【供用後】平日：H23.5.18（水） 休日：H23.4.24（日）

平日朝夕ピーク交通量①国道139号 上り線（平日） ②国道139号 上り線（休日） 休日12時間交通量

12時間：--約300台

（台） （台）

都留文大入口
交差点

■位置図

■交差点拡大図
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■最新データ（H25）によるモニタリング結果

指標②における速度の改善状況

指標①：平日昼間12時間平均速度が20㎞/ｈ以下の区間
指標②：平日朝夕（6～10時、16～20時）の時間帯旅行速度の最低速度が20㎞/ｈ以下の区間
指標③：休日の月別昼間12時間旅行速度のうち、昼間12時間の旅行速度が最低の月が20㎞/ｈ以下の区間

指標③における速度の改善状況

0 100 200 300 400 500 600 700

７時台

８時台

９時台

１０時台

１１時台

１２時台

１３時台

１４時台

１５時台

１６時台

１７時台

１８時台

供用前

供用2ヶ月後

（台/時） （台/時）

13.5km/h
向上

21.5km/h
向上

（ｋｍ/ｈ） （ｋｍ/ｈ）

至 富士吉田

至 大月

整備後の渋滞状況（上り線）

中央１丁目

赤坂

凡例

主要渋滞箇所



６.優先対策箇所の選定方法・考え方、渋滞の要因分析
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○山梨県の主要渋滞箇所について、山梨県道路交通円滑化・安全委員会での議論を経て、今後の渋滞
対策の大きな方向性を示す「対応の基本方針」をとりまとめ、Ｈ２５年１１月に公表
○対応方針の立案にあたっては、県全体、県内の地域を階層的に整理
○地域特性、交通特性を整理し、必要な対策の方向性を検討

山梨県全体における対応方針

「１．山梨県の概況」

地勢、社会経済、道路交通データ等より県全体の概
況を把握

「２．方向性」

県全体の概況より、渋滞への「総合対策」、「道路整
備」の方向性を立案

各地域における対応方針

「１．各地域の概況」

地勢、社会経済、道路交通データ等より地域の概況
を把握

「２．現在の対策等」

地域の概況より、渋滞への対応方針（道路整備、ソ
フト対策）を立案

地域の対応方針

県全体の対応方針

※網羅的ではなく代表地域を選定
山梨県は甲府地域、東部・富士北麓地域

主要渋滞箇所等の
対策の方向性を検討

前回委員会での検討部分

６-１．対応方針の位置付け及び立案の流れ（案）
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○最新データによる状況と既存事業を踏まえ、優先対策箇所の選定を検討
○定量データでは「課題の大きさ」に着目し、総合的に優先ランクを評価

６-２．優先対策箇所の選定方法・考え方

主要渋滞箇所
（246箇所）

最新データ
による渋滞状況

経過観察箇所

既存事業に
よる渋滞改善が
見込まれる箇所

経過観察箇所

優先対策箇所

その他箇所
【抽出指標】
①平日昼間１２時間平均速度が２０㎞/ｈ以下の区間
②平日朝夕（６～１０時、１６～２０時）の時間帯旅行速度の最低速度が２０㎞/ｈ以下の区間
③休日の月別昼間１２時間旅行速度のうち、昼間１２時間の旅行速度が最低の月が２０㎞/ｈ以下の区間

抽出指標に該当しない

抽出指標に1つ以上該当

当該箇所及び並行区間に既存事業あり

既存事業なし

3指標の旅行速度
（課題の大きさ）

課題の大きさにより、優先対策ランクを設定

【選定方法】

【課題の大きさの考え方】

※事業が継続しているため、経過観察とする

平日・休日の渋滞状況を踏まえ、指標値の大きさや指標間の重なり及び現地の状況等を勘
案して、総合的に優先対策箇所を選定



◆地域の主要渋滞箇所の渋滞対策の進め方

渋滞要因の分析
a） エリアの渋滞要因分析
⇒エリア内の交通流動特性を把握し、渋滞要因を把握

b）区間の渋滞要因分析
⇒速度低下が連続する区間内の渋滞ボトルネック交差点の特定

c）箇所の渋滞要因分析
⇒交差点の周辺状況、道路構造などに着目し、渋滞要因を把握

主
要
渋
滞
箇
所
カ
ル
テ
の
作
成

○主要渋滞箇所の渋滞対策の進め方は、県全体の対応方針、地域の対応方針を踏まえ、エリア、区
間、箇所と広域的な視点から局所的な視点へと段階的に渋滞要因を把握し、広域的、局所的な対策
案を立案

６-３．渋滞の要因分析
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d）対策案の立案
・要因分析結果を踏まえ、ハード、ソフトの両面から対策案を検討

具体的な対策を決定し、対策実施環境が整った箇所から対策を実施

優先対策箇所の選定



①交通流動特性の整理

18

a） エリアの渋滞要因分析

①OD内訳や土地利用等に基づき、エリアごとの交通流動特性を整理
②民間プローブを用いて、エリア内の面的な速度低下領域（箇所）を整理

＜整理内容＞
○移動目的 （例：通勤・通学／業務／観光／・・・）
例） 住宅地から中心市街地への流動が多い場合、移動目的は通勤・通学
であると推定される

＜確認手段＞
・土地利用、OD内訳 等

通勤・通学交通が朝夕に集中するため、国道20号と
主要地方道の交差点付近で交通集中により渋滞

1）エリア内の交通流動の把握方法（例：甲府エリア）

②面的な速度低下箇所の整理
＜整理内容＞
○交通集中する曜日・時間帯における面的な速度低下状況
例） 通勤・通学による流動が支配的であるエリアについては、朝夕の時間
帯における速度低下箇所を整理

＜確認手段＞
・民間プローブ

＜整理結果イメージ＞
中心市街地

甲府駅

甲府市役所

20

住宅地

通勤・通学

通勤・通学

通勤・通学

通過交通

20

20

52

411

出典：H24民間プローブデータ

10km/h未満
15km/h未満
20km/h未満
30km/h未満

６-３．渋滞の要因分析 検討イメージ



凡例

通過

内外

内々

※甲府市中心部を地域内とし、起終点が共に地域内の交通を内々交通、起終点のいずれかが地域内の交通を内外交通、地域内を通過する交通を通過交通とする。

甲府地域の交通特性 【山の手通り沿線エリア】
◇交通特性：甲府市街地へ流入する交通と内々交通

の多い地域
◇対策方針：環状道路の整備による交通分散を図る

【中心市街地エリア】
◇交通特性：甲府市街地へ流入する内外交

通が多く、昼間は慢性的な渋滞
が発生する地域

◇対策方針：拡幅等による容量拡大、ソフト施
策による需要抑制を図る

２）エリア内の交通流動の特徴と対策方針案

【国道20号沿線エリア】
◇交通特性：甲府市街地へ流入する交

通と通過交通の多い地域

◇対策方針：環状道路の整備による交
通分散、ソフト施策による
需要抑制を図る

６-３．渋滞の要因分析

○甲府地域の交通特性（道路交通需要）に着目し、エリアの交通特性を把握し、対策方針を立案

19

検討イメージ



20

当該交差点は、流出部の先詰まりにより、
渋滞が発生

渋滞ボトルネック箇所

○速度低下の連担のイメージ

5km/h未満 5～10km/h 20km/h以下凡例

上り

進行方向

○民間プロープデータによる、速度低下の状況の把握

11時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

18時台

19時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

徳
行
西

徳
行
東

国
母

国
母
立
体

中
小
河
原

下
小
河
原

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

公
園
入
口

甲
府
昭
和

高
校
入
り
口

国道20号の平日の状況

徳
行
西

徳
行
東

国
母

国
母
立
体

中
小
河
原

下
小
河
原

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

公
園
入
口

甲
府
昭
和

高
校
入
り
口

11時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

18時台

19時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

進行方向

○民間プローブデータより速度低下の連担に着目することで、渋滞ボトルネック箇所を抽出

１）区間の渋滞要因分析の考え方

b）区間の渋滞要因分析

下り

６-３．渋滞の要因分析

Ａ交差点Ｂ交差点

検討イメージ



進行方向
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11時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

18時台

19時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

徳
行
西

徳
行
東

国
母

国
母
立
体

中
小
河
原

下
小
河
原

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

公
園
入
口

蓬
沢

甲
府
昭
和

高
校
入
り
口

増
坪

速度低下が近接する交
差点へ影響を及ぼしてい
る渋滞ボトルネック箇所

速度低下が近接する交差
点へ影響を及ぼしていな
い渋滞ボトルネック箇所

○区間内の速度低下の連担に着目し、近接する交差点へ影響を及ぼしている渋滞ボトルネック箇
所、速度低下の連担により渋滞をしている箇所に分類

２）区間の渋滞要因分析

速度低下の連担により渋
滞が発生している箇所

６-３．渋滞の要因分析

5km/h未満

5～10km/h

20km/h以下

凡例

検討イメージ



①データ整理

＜整理項目＞
○混雑状況 ・・・速度低下状況や混雑度の確認
○沿道状況 ・・・交通需要に影響する施設の有無
○道路構造 ・・・交通上の制約となる道路構造の有無
○道路交通状況・・・交通上の制約となる運用条件の有無
＜確認手段＞
・地図、航空写真、道路交通センサス、民間プローブ 等

②現地調査

＜確認項目＞
○「①データ整理」での該当項目に関する渋滞への影響
○机上では把握できないその他の要因
（例：右左折交通量、信号のつながり 等）
＜確認手段＞
・目視確認

22

①主要渋滞箇所のについて渋滞への影響が想定される項目（チェックポイント）に対し、既存の交通デー
タ・地図等を用いて把握可能な範囲で整理
②現地調査にて、①の整理結果の検証とともに、データでは把握できない渋滞要因を把握

要因区分 チェックポイント

混雑状況 速度・混雑度

沿道状況

観光資源

工業団地・住宅団地

大規模商業施設

イベント会場（競技場等）

主要駅（駅前広場）

道路構造

橋梁

踏切

車線構成

車線減少

幅員減少

右折専用車線

交差点形状
多枝交差点

クランク形状

道路線形 クランク・急カーブ

高速道路のIC
出口IC

入口IC

信号

道路交通状況
バス停

バス専用・優先レーン

表 要因分析における観点（チェックポイント）

c）箇所の渋滞要因分析
１）箇所の渋滞要因の考え方

６-３．渋滞の要因分析



d）対策案の立案

６-３．渋滞の要因分析

○データ整理や現地調査等による渋滞要因の把握を行ったうえで、ハード・ソフトの両面から渋滞解消に
向けた効果的な対策を立案

渋
滞
要
因
の
把
握

交通需要 沿道環境 道路構造 道路交通状況

・自転車・歩行 者等
による交通阻害

・交通流動（通過交
通と域内交通の
混在）

・道路ﾈｯﾄﾜｰｸの不
足

・車線幅員
・幅員減少
・付加車線長不足

・一般部との断面構
成の相違

・橋梁部、踏切部へ
の交通集中

・特定日時、時間帯
への集中

・渡河部等の物理
的制約

・沿道施設への出
入り

・駐車場への入出
庫

・バス専用、バス優
先レーン

・交差点直近のバ
ス停

歩行者・
自転車に
よる影響

交通容量不足
車線構成に
よる影響

橋梁・踏切によ
る影響

施設出入りに
よる影響

交通の集中
バス交通に
よる影響

今
後
の
対
策
案
の
例

・多枝交差点
・クランク形状
・隅切不足

交差点形状に
よる影響

・急カーブ
・勾配変化

道路線形に
よる影響

・
バ
イ
パ
ス

・
連
続
立
体

・
立
体
交
差

・
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン

・
道
路
情
報
提
供
に
よ
る
誘
導
改
善

・
Ｔ
Ｄ
Ｍ
や
Ｍ
Ｍ
の
促
進
、
時
差
出
勤
等

・
局
所
改
良

・
道
路
線
形
の
改
良

・
交
差
点
形
状
の
改
良

・
隅
切
改
良

・
交
差
点
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

・
交
差
角
の
改
良

・
バ
ス
優
先
レ
ー
ン
の
規
制
時
間
の
変
更

・
バ
ス
停
車
帯
、
バ
ス
停
の
移
設

・
道
路
線
形
の
改
良

・
橋
梁
の
拡
幅

・
踏
切
の
立
体
化

・
立
体
横
断
施
設
の
設
置

・
横
断
歩
道
位
置
の
位
置
改
良

・
歩
道
、
自
転
車
道
の
整
備

・
出
入
り
形
状
の
改
善
（
右
折
進
入
禁
止
）

・
駐
車
場
へ
の
誘
導
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凡 例

：ハード対策 ：ソフト対策

・
バ
ス
ベ
イ
の
設
置
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○主要渋滞箇所の渋滞状況、渋滞要因、対策案をカルテ形式で取りまとめ、それぞれの関連が一覧で
きるよう整理
※各道路管理者が適切な方法により整理する

主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カテ主要渋滞箇所カルテ

渋滞状況

○民間プローブデータ等の道路交通
データより得られる、渋滞状況を整理
（旅行速度、交通量等）

渋滞要因

○現地確認等により、渋滞の発生要因を
整理
（道路構造、交差点形状、沿道施設、
交通特性等）

対策案

○策定した対策案を整理
（事業目的、事業期間、事業主体等）

要因と対策の目的が整合しているか把握

要因が及ぼす渋滞状況の把握

対策の渋滞状況への効果の把握

６-３．渋滞の要因分析

e）主要渋滞箇所のカルテ作成
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【作成例：交通状況、周辺状況の把握】

６-３．渋滞の要因分析

19301390160 0.63一般国道１３９号 26,352 25.3 182.35

53381603380282 30.5 42.5 31.5 29.1 32.4 31.6 31.4 30.5 33.5 33.7 35.6

53381603380282 32.4 29.4 32.3 27.4 27.8 29.3 29.3 34.4 33.2 33.724.5 27.3
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【作成例：渋滞要因の把握】

６-３．渋滞の要因分析



７.「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方
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第４４回道路分科会基本政策部会資料抜粋

７．「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方

◆道路を賢く使う背景
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第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋

７．「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方
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第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋

７．「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方
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第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋

７．「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方
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７．「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方

第１５回道路分科会 配布資料抜粋
32



第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋

７．「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方

◆個別課題の対応の方向 （１）時間損失 ①渋滞
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第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋

７．「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方

◆個別課題の対応の方向 （１）時間損失 ①渋滞
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第１２回国土幹線道路部会 配布資料抜粋

７．「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方

◆個別課題の対応の方向 （２）交通事故
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H18.10.東京方面供用
H21.11.長野方面供用

至

東
京

至

長
野

双葉スマートIC

(仮称)笛吹
スマートIC

(仮称)談合坂
スマートIC

(仮称)富士吉田北
スマートIC

36

７．「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方 ～①スマートICの整備による渋滞緩和～

No 名称 住所 備考

1 双葉スマートIC 甲斐市 供用中

2 （仮称）富士吉田北スマートIC 富士吉田市 事業中

3 （仮称）笛吹スマートIC 笛吹市 事業中

4 （仮称）談合坂スマートIC 上野原市 事業中

5 （仮称）甲府中央スマートIC 甲府市 事業中

○国土交通省では、高速道路の利便増進を図るため、平成２１年２月にスマートIC（高速道路利便増進
事業）制度実施要綱を策定し、スマートＩＣの整備を推進
○山梨県でも、既に供用中の双葉スマートICをはじめ、スマートICの積極的な整備を実施
○双葉スマートIC整備により、中央道の分担率も上昇しており、一般道の混雑緩和の寄与に期待

表 山梨県内におけるスマートＩＣ

凡例

高速道路
国道
主要地方道
一般県道
市道

凡例

供用中スマートIC

事業中スマートIC

凡例

高速道路
国道
主要地方道
一般県道
市道

路線
交通量（台/12ｈ） 分担率

SIC整備前 ＳＩＣ整備後 SIC整備前 ＳＩＣ整備後

中央道 20,260 21,215 50.7% 52.0%

国道20号 19,723 19,612 49.3% 48.0%

合計 39,983 40,827 100％ 100％

※整備前：Ｈ17センサス12時間交通量、 整備後：H22センサス12時間交通量

双葉スマートＩＣの供用により、中央道の分担率は
約1.5％増加し、国道20号の負荷が低減

■スマートIC整備による一般道への負荷低減■山梨県内のスマートIC整備状況

Ａ

Ａ

(仮称)甲府中央
スマートIC
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○甲府河川国道では、管理する富士川や国道の防災情報及び行政情報について、携帯端末でも即時
情報を入手することにより、河川・道路利用者の利便性を高めることを目的としてツイッターを整備

○Ｈ２５．１２の笹子トンネル天井板落下事故や、Ｈ２６．２の大雪時には、中央道や国道の通行止めの期
間や迂回路の交通情報をツイッターにより提供
○ツイッターフォロワー（登録者数）が増加し、渋滞に関する問い合わせ件数が減少

７．「道路を賢く使う」観点からの渋滞対策のあり方 ～②ツイッターを活用した情報提供～

■ツイッターフォロワー数の推移

■渋滞に関する問い合わせ件数の推移
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国土交通省に寄せられた事故関連の渋滞に関する問い合わせ
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09

20
13

/0
2/

11

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

対面通行開始

フォロワー（登録者）数は、
1,000人以上

a） 笹子トンネル天井板落下事故時 b）H26.2大雪時
①Twitter発信件数

ツイート数
14日（金） 26
15日（土） 53
16日（日） 20
17日（月） 14
18日（火） 14
19日（水） 8
20日（木） 2
21日（金） 1
22日（土） 3
23日（日） 2
24日（月） 1
25日（火） 2
26日（水） 2
27日（木） 4
28日（金） 5

合計 157

②フォロワー数

約1，000人⇒約5，000人に増加

③リツイート数
・最大ﾘﾂｲｰﾄ数 925件
（2/15避難所案内）
・平均ﾘﾂｲｰﾄ数 150件
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H24年度 H25年度 H26年度
11月 12月 1月 6月 … 11月 … 8月 年度内

山
梨
県
道
路
交
通
円
滑
化
・
安
全
委
員
会

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

11
月
9
日
～
11
月
18
日
実
施

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の
結
果
を
踏
ま
え
箇
所
の
提
示

（12
月
20
日
開
催
）

第
12
回
山
梨
県
道
路
交
通
円
滑
化
・安
全
委
員
会

主
要
渋
滞
箇
所
の
公
表

◯
対
応
方
針
の
検
討

第
13
回
山
梨
県
道
路
交
通
円
滑
化
・安
全
委
員
会

対
応
方
針
の
公
表

○
優
先
対
策
箇
所
の
選
定
方
法
・
考
え
方

○
最
新
デ
ー
タ
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等
の
報
告

第
14
回
山
梨
県
道
路
交
通
円
滑
化
・安
全
委
員
会

に
対
す
る
意
見

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

最
新
デ
ー
タ
に
よ
る

◯
優
先
対
策
箇
所
の
選
定
結
果

第
15
回
山
梨
県
道
路
交
通
円
滑
化
・安
全
委
員
会


